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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品
のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA機器、通信機器、計測機器、AV機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、
かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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HD49815TF 
デジタルカメラ信号処理用 IC 

RJJ03F0110-0100 
(Previous: ADJ-207-285) 

Rev.1.00 
2005.06.15 

概要 
HD49815TF は，CCD カメラデジタル信号処理システムに適切なカメラデジタル信号処理用 IC として開発

した CMOS IC です。 

機能 
• CCD センサ駆動パルス発生 (TG) 
• デジタル AGC (自動利得制御) 
• 色分離回路 
• RGB マトリクス 
• RGB ゲイン 
• RGB, Y ガンマ 
• 色差マトリクス 
• エンハンサ 
• RGB, Y セットアップ 
• デジタル I/F (4 : 2 : 2) 
• Zoom 制御 
• ミラー反転 
• エンコード，同期信号発生器 (SSG) 
• AWB, AE, AF 検出 
• 8bit DA × 2ch 
 

特長 
• カメラ信号処理，TG, SSG, Zoom, DA 等の機能を内蔵し，高集積化を実現 
• HD49323AF-01 (CDS/AGC + 10bit ADC) と制御用マイコンと 3 チップで，適切な CCD カメラデジタル信

号処理システムを実現することが可能 
• Zoom 機能が内蔵され，1 倍から 256 倍までリニアな Zoom 制御が可能。また，ハーフミラー機能も対応 
• 従来品である HD49811TFA とソフトウェアコンパチブルを実現，開発期間の短縮が可能 
• ソフトウェア制御により，AWB, AE, AF の制御を実現，撮影環境などに合わせた自由なプロトコル作成

が可能 
• 各社 CCD に対応するため，TG はプログラマブル 
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システムブロックダイアグラム 

HD49815TF
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ピン配置 
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端子説明 
端子 No. 記号 記号名 I/O 機能説明 入出力形式

1 XSUB CCD シャッタパルス O CCD コントロールパルス ZC2R 
2 DKF_LD ライン入力 LD I ライン入力専用ロード ICS 
3 T_CP テスト I テストピン (GND 入力) IC 
4 TY_K タイトラーSW I タイトルキラーSW “1”→On, “0” →Off ICD 
5 SDI State data input I ステートデータ設定データ入力 IC 
6 SDCK State data clock I ステートデータ設定クロック ICS 
7 SLD State data load pulse I ステートデータラッチパルス ICS 
8 SDO AWB, AE, data output O AWB, AE, AF 検出データ出力 ZC2R 
9 EP (1) AE window pulse 1 O アイリス検出用領域設定パルス 

SP-A7 [8] 出力切替 
ICZC2R 

10 EP (2) AE window pulse 2 O アイリス検出用領域設定パルス 
SP-A7 [8] 出力切替 

ICZC2R 

11 BF バーストフラグ O バーストフラグ出力 ICZC2R 
12 HD_IN 外部 CSYNC 入力 I 外部 CSYNC 入力 ICSD 
13 M_CK Microcontroller clock O マイコン用クロック出力 

[X’tal の 1/2 or 1/4 分周] 
OC2R 

14 VDD VCC2 — 3.3V 電源 VCCI 
15 VSS GND — GND GNDI 
16 FV Field vertical output O 垂直方向同期パルス ICZC2R 
17 HD HD output O 水平方向同期パルス ICZC2R 
18 CBLK Blanking pulse O ブランキングパルス ICZC2R 
19 CSYNC SYNC output O SYNC パルス ICZC2R 
20 SCBLK SC blanking pulse O サブキャリア用ブランキングパルス 

(SECAM 用) 
ICZC2R 

21 HSYNC Horizontal SYNC O 水平 SYNC パルス (SECAM 用) OC2R 
22 ID Identity O SECAM 用判定パルス OC2R 
23 IDP Identity pulse O SECAM 用判定パルス ICZC2R 
24 VDD VCC2 — 3.3V 電源 VCCC 
25 VSS GND — GND GNDC 
26 X1I X’tal 1 input I 2fsc 用発振子入力 IQ3 
27 X1O X’tal 1 output O 2fsc 用発振子出力 OQ3 
28 IDS Line ID reset input I ライン判定信号入力 ICD 
29 MCK_S MCK output SW I 13 ピン MCK 分周設定 SW 

(“1” = 1/2, “0” = 1/4) 
IC 

30 RESET Reset I 初期データ設定用リセット ICS 
31 PLL_N PLL negative O PLL 用信号出力 ZC2 
32 PLL_P PLL positive O PLL 用信号出力 ZC2 
33 VR Vertical reset I 垂直同期信号入力 ICSD 
34 X2I X’tal 2 input I 4fsc 用発振子入力 IQ2 
35 X2O X’tal 2 output O 4fsc 用発振子出力 OQ2 
36 FSC Sub carrier frequency O fsc 出力 ICZC2R 
37 VSS GND — GND GNDA 
38 AVDD Analog VCC2 — アナログ用電源 3.3V VCCA 
39 VSS GND — GND GNDA 
40 AVDD Analog VCC2 — アナログ用電源 3.3V VCCA 

(次頁に続く) 
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端子 No. 記号 記号名 I/O 機能説明 入出力形式

41 VSS GND — GND GNDA 
42 C_OUT C analog signal output O クロマ信号アナログ出力 OA 
43 CBU Current buffer upper I D/A 上位用電流源 IA 
44 CBL Current buffer lower I D/A 下位用電流源 IA 
45 REXT Reference resister EXT I 標準電圧入力端子 IA 
46 Y_OUT Y analog signal output O 輝度信号アナログ出力 OA 
47 VSS GND — GND GNDA 
48 AVDD Analog VCC2 — アナログ用電源 3.3V VCCA 
49 VSS GND — GND GNDA 
50 VDD VCC2 — デジタル用電源 3.3V VCCI 
51 VSS GND — GND GNDI 
52 DICK Digital interface clock O デジタルインタフェース用クロック出力 ICZC2R 
53 NRYBY R-Y, B-Y phase output O 色差信号位相クロック ICZC2R 
54 YPO (8) Y parallel output (8); MSB O 輝度信号デジタル出力 MSB OC2R 
55 YPO (7) Y parallel output (7) O 輝度信号デジタル出力 OC2R 
56 YPO (6) Y parallel output (6) O 輝度信号デジタル出力 OC2R 
57 YPO (5) Y parallel output (5) O 輝度信号デジタル出力 OC2R 
58 YPO (4) Y parallel output (4) O 輝度信号デジタル出力 OC2R 
59 YPO (3) Y parallel output (3) O 輝度信号デジタル出力 OC2R 
60 YPO (2) Y parallel output (2) O 輝度信号デジタル出力 OC2R 
61 YPO (1) Y parallel output (1) ; LSB O 輝度信号デジタル出力 LSB OC2R 
62 YPI (8) Y parallel input (8); MSB I 輝度信号デジタル入力 MSB ICD 
63 YPI (7) Y parallel input (7) I 輝度信号デジタル入力 ICD 
64 YPI (6) Y parallel input (6) I 輝度信号デジタル入力 ICD 
65 YPI (5) Y parallel input (5) I 輝度信号デジタル入力 ICD 
66 YPI (4) Y parallel input (4) I 輝度信号デジタル入力 ICD 
67 YPI (3) Y parallel input (3) I 輝度信号デジタル入力 ICD 
68 YPI (2) Y parallel input (2) I 輝度信号デジタル入力 ICD 
69 YPI (1) Y parallel input (1); LSB I 輝度信号デジタル入力 LSB ICD 
70 CPO (8) C parallel output (8); MSB O クロマ信号デジタル出力 MSB OC2R 
71 CPO (7) C parallel output (7) O クロマ信号デジタル出力 OC2R 
72 CPO (6) C parallel output (6) O クロマ信号デジタル出力 OC2R 
73 CPO (5) C parallel output (5) O クロマ信号デジタル出力 OC2R 
74 VDD VCC2 — 3.3V 電源 VCCO 
75 VSS GND — GND GNDO 
76 CPO (4) C parallel output (4) O クロマ信号デジタル出力 OC2R 
77 CPO (3) C parallel output (3) O クロマ信号デジタル出力 OC2R 
78 CPO (2) C parallel output (2) O クロマ信号デジタル出力 OC2R 
79 CPO (1) C parallel output (1); LSB O クロマ信号デジタル出力 LSB OC2R 
80 CPI (8) C parallel input (8); MSB I クロマ信号デジタル入力 MSB ICD 
81 CPI (7) C parallel input (7) I クロマ信号デジタル入力 ICD 
82 CPI (6) C parallel input (6) I クロマ信号デジタル入力 ICD 
83 CPI (5) C parallel input (5) I クロマ信号デジタル入力 ICD 
84 CPI (4) C parallel input (4) I クロマ信号デジタル入力 ICD 
85 CPI (3) C parallel input (3) I クロマ信号デジタル入力 ICD 
86 CPI (2) C parallel input (2) I クロマ信号デジタル入力 ICD 
87 CPI (1) C parallel input (1); LSB I クロマ信号デジタル入力 LSB ICD 
88 NME Memory HD output O ラインメモリコントロール出力 ICZC2DR 
89 FP Field pulse O フィールドパルス ICZC2R 
90 ZOOM_HD Zoom HD output O 水平同期信号 ICZC2R 

(次頁に続く) 
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端子 No. 記号 記号名 I/O 機能説明 入出力形式

91 AD (10) AD input (10); MSB I AD データ入力 MSB IC 
92 AD (9) AD input (9) I AD データ入力 IC 
93 AD (8) AD input (8) I AD データ入力 IC 
94 AD (7) AD input (7) I AD データ入力 IC 
95 AD (6) AD input (6) I AD データ入力 IC 
96 AD (5) AD input (5) I AD データ入力 IC 
97 AD (4) AD input (4) I AD データ入力 IC 
98 AD (3) AD input (3) I AD データ入力 IC 
99 AD (2) AD input (2) I AD データ入力 IC 

100 AD (1) AD input (1); LSB I AD データ入力 LSB IC 
101 ADCK AD clock O AD 用変換クロック ICZC2R 
102 CPREF Clamp reference output O クランプリファレンスパルス 2C3 
103 DSP_MCK マイコンクロック出力 O マイコンクロック出力 

SP-A7 [8] 出力変換 
ICZC2R 

104 VDD VCC2 — 3.3V 電源 VCCO 
105 VSS GND — GND GNDO 
106 SP1 Sampling pulse 1 O AGC. CDS. IC 用サンプリングパルス ICZC2 
107 SP2 Sampling pulse 2 O AGC. CDS. IC 用サンプリングパルス ICZC2 
108 OBP OBP pulse O オプティカルブラックパルス出力 ICZC2R 
109 VDD VCC1 — 3～5V 電源 (H1/H2 用電源) VCCC35 
110 H1 H1 O CCD センサ水平駆動パルス OC3R 
111 H2 H2 O CCD センサ水平駆動パルス OC3R 
112 VDD VCC1 — 5V 電源 (RG 用電源) VCCC5 
113 RG Reset gate O CCD コントロール用リセットゲート ZC3R 
114 VDD VCC2 — 3.3V 電源 VCCO 
115 XV1 XV1 O CCD センサ垂直コントロールパルス ICZC2R 
116 XV2 XV2 O CCD センサ垂直コントロールパルス ICZC2R 
117 XV3 XV3 O CCD センサ垂直コントロールパルス ICZC2R 
118 XV4 XV4 O CCD センサ垂直コントロールパルス ICZC2R 
119 XSG1 XSG1 O CCD センサ垂直コントロールパルス ZC2R 
120 XSG2 XSG2 O CCD センサ垂直コントロールパルス ZC2R 
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入出力形式の記述説明 
入出力形式 内容 

IC CMOS レベル入力 
ICD プルダウン抵抗付 CMOS レベル入力 
ICS CMOS レベルシュミット入力 
ICSD プルダウン抵抗付 CMOS レベル入力 
ICZC2 CMOS レベル入出力共通 (4mA) 
ICZC2DR プルダウン抵抗付スルーレートコントロール付 CMOS レベル入出力共通 (4mA) 
ICZC2R スルーレートコントロール付 CMOS レベル入出力共通 (4mA) 
OC2R スルーレートコントロール付 CMOS レベル出力 (4mA) 
OC3R スルーレートコントロール付 CMOS レベル出力 (8mA) 
IQ2 水晶発振入力 
OQ2 水晶発振出力 
IQ3 水晶発振入力 
OQ3 水晶発振出力 
ZC2 CMOS レベルスリーステート出力 (4mA) 
ZC2R スルーレートコントロール付 CMOS レベルスリーステート出力 (4mA) 
ZC3 CMOS レベルスリーステート出力 (8mA) 
ZC3R スルーレートコントロール付 CMOS レベルスリーステート出力 (8mA) 
VCCI コア用電源 (3V) 
VCCO パッドリンク系電源 (3V) 
VCCC 共通電源 (3V) 
VCCC5 共通電源 (5V: 112 ピン用) 
VCCC35 共通電源 (3V or 5V: 109 ピン用) 
GNDI コア用グランド 
GNDO パッドリンク系グランド 
GNDC 共通グランド 
IA アナログ入力 
OA アナログ出力 
VCCA アナログ電源 
GNDA アナロググランド 
【注】 1. 113 ピンは 5V 出力 
 2. 110, 111 ピンは，3V もしくは 5V 出力 (109 ピンの電圧に依存) 
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絶対最大定格 
(Ta = 25°C) 

項目 記号 定格値 単位 
電源電圧 VCC –0.2～+6.8 V 
端子電圧 (5V 動作部) Vt5V –0.2～VCC1+0.2 V 
端子電圧 (3V 動作部) Vt3V –0.2～VCC2+0.2 V 

1 出力相当 Io –32～+32 mA 出力電流 
1 GND-VCC相当 Iot –72～+72 mA 

最大許容消費電力 Popr 450 mW 
動作温度 Topr –10～+75 °C 

バイアス有り Tbias –10～+75 °C 保存温度 
バイアス無し Tstg –40～+125 °C 

【注】 1. 絶対最大定格を越えて LSI を使用した場合，LSI の永久破壊となることがあります。また，通常動作では，電

気的特性の条件で使用することが望ましく，この条件を越えると LSI の誤動作の原因になると共に，LSI の信

頼性に悪影響を及ぼすことがあります。 
 2. 電圧はすべて GND = 0V を基準とした値です。 
 3. 「端子電圧」の定格は，NC ピンにも適用します。 
 4. VCC1 は 5V 系電源，VCC2 は 3V 系電源を示します。 
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電気的特性 
(VCC1 = 4.75～5.25V, VCC2 = 2.85～3.15V, AVCC = 2.85～3.15V, Ta = 25°C) 

項目 記号 Min Typ Max 単位 測定条件 *8 注 
VIHC VCC2×0.75 — VCC2 V   CMOS レベル 

入力電圧 VILC 0.0 — VCC2×0.20 V   
VTC+ 2.50 — VCC2 V VCC1 = 5V  CMOS シュミット 

入力電圧 VTC– 0.0 — 0.60 V VCC2 = 3V  
VOHC1 VCC1–0.5 — — V IOH = –200µA，5V 系端子 1 
VOLC1 — — 0.4 V IOL = 200µA，5V 系端子  
VOHC2 VCC2–0.5 — — V IOH = –200µA，3V 系端子 1, 5

出力電圧 

VOLC2 — — 0.4 V IOL = 200µA，3V 系端子 1, 6
入力リーク電流 ILI — — 1.0 µA VIN = 0V～VCC 2 
出力リーク電流 ILO — — 1.0 µA 出力 Hi-Z 状態 2 
プルダウン電流 IPD 5 — 100 µA VIN = VCC2 = 3V  
消費電流 Popr — — 450 mW VCC1 = 5V, 

VCC2 = 3V, 
AVCC = 3V 

3 

アナログ出力電圧 
(フルスケール) 

Vfull 0.80 1.00 1.20 V VCC1 = 5V, 
VCC2 = 3V, 
AVCC = 3V 

3, 4

アナログ出力電圧 
(ゼロスケール) 

Vzero –0.20 0.00 0.20 V VCC1 = 5V, 
VCC2 = 3V, 
AVCC = 3V 

3, 4

微分直進性 DNL –2.0 — 2.0 LSB VCC1 = 5V, 
VCC2 = 3V, 
AVCC = 3V 

3, 4

【注】 1. 出力電圧は，定常状態時に測定します。 
 2. プルダウン抵抗付きピンは除きます。 
 3. CBU = 0.1µF, CBL = 0.1µF, REXT = 3.4kΩ, アナログ出力負荷抵抗 = 500Ω, Ta = +25°C にて保証します。 
 4. ピン配置図の出入力形式にて，OA と指示したピンに適用します。 
 5. 31 ピンの VOH は，論理的に測定できないため，テストは行いません。 
 6. 32 ピンの VOLは，論理的に測定できないため，テストは行いません。 
 7. VCC1 は，5V 電源，VCC2 は 3V 電源，AVCCはアナログ系電源を示します。 
  また，VCCは，VCC1, VCC2, AVCCを示します。 
 8. 109 ピン (VCCC35) の電圧範囲は，VCC = 2.85～5.25V とします。 
 



HD49815TF 

Rev.1.00  2005.06.15  page 11 of 22 
 

水晶発振回路 
1. 測定条件 

発振周波数は，下記条件にて測定します。 
 

VCC1 = 5.0V 
VCC2 = 3V 
Ta = 25°C 
8MHz, 20MHz, 24MHz 時 
Rf = 1～10MΩ 
Cin, Cout = 20pF (±20pF) 
32MHz 時 
Rf = 1～10MΩ 
Cin = 20pF (±20pF) 
Cout = 100pF (±20pF), Co = 15pF (±5pF), Lout = 1µH 

 
ただし，測定条件の範囲内で変更する場合もあります。 

 
2. 測定方法 

上記測定条件にて， 
fmin. = 20MHz, fmax = 32MHz  (26, 27 ピンに適用) 
fmin. = 8MHz, fmax = 24MHz  (34, 35 ピンに適用) 
の試験を行います。なお，発振開始時間 tosc max. = 200ms とします。 

 
3. 測定回路 
 

Xout

CoutCin

Co Lout

)  32kHz

Xin

 

図 1 測定回路 
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内蔵機能およびシステム構成 

システム構成 

HD49815TF

CCD HD49323AF-01Lens

XV1 4
AE, AWB

SP1/2

H1, H2

AGC

TG
SSG

V.Driver

CDS/AGC+
10bit ADC

C

Y

R-Y/B-Y

YI/F

System AE
( )

AWB (
)

8bit  (H8 )

DAC

 

図 2 システム構成 

システム説明 

1. CCD 
HD49815TF に対応可能な CCD センサの画素数を以下に示します。なお，下記に示す画素数以外の対応に

ついては，弊社にご連絡ください。 
512 (H) × 492 (V) NTSC 
512 (H) × 582 (V) PAL 
682 (H) × 492 (V) NTSC 
681 (H) × 582 (V) PAL 

 
2. CDS/AGC+10bit ADC 

HD49815TF に適した CDS/AGC+10bit ADC IC は，弊社 HD49323AF-01 をご使用ください。 
HD49323AF-01 は，高 S/N を実現した相関二重サンプリング回路，および 0dB～34.7dB までプログラマブ

ルに制御可能なオートゲインコントロール (AGC) を内蔵，HD49815TF と組み合わせることで，高画質

なカメラシステムを構築できます。 
 
3. 8bit シングルチップマイコン 

System 制御および HD49815TF より，撮影している画像の検出データを受け取り，オートアイリス制御 
(AE)，オートホワイトバランス制御 (AWB) およびオートフォーカス制御 (AF) の処理を行います。また，

Power On 時には，HD49815TF のステートデータに対し，初期設定を行う役目もあります。 
なお，ステートデータについて詳細資料は“ルネサスカメラ用 DSP(HD49815TF)ステートデータの説明”

をご参照ください。 
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内蔵機能 

1. 入力ラインメモリ部 

16

16

AGC

to 

10bit

A/D

DL

1HDL

1HDL

to 

De-Knee +

 

図 3 入力ラインメモリ部 

a. De-Knee 機能 
前段の CDS/AGC IC または，外付け回路において，ダイナミックレンジを上げるために Knee 回路を

使用した場合，この De-knee 機能にて，前段の Knee 機能により変換された信号を，元に戻すことがで

きます。 
なお，De-KneeポイントをステートデータSP_A0 [1]にて変更することが可能です。高輝度部の利得は，

1/2 です。 
b. AGC 機能 

デジタル的な AGC として働きます。AGC の Gain 設定は，ステートデータ SP_A0 [2]にて変更するこ

とが可能で，利得は 1～16 倍となります。 
c. 1H ディレイライン (1HDL) 機能 

CCD 出力信号の水平有効画素数分を取り出します。有効画素数の設定は，ステートデータ SP_A0 [9] 
[10]および TM_A0 [14] MCSET で決定します。 

 
2. 色信号処理部 

RGB Setup

to AWBto 

WB

+

+
LINE
SW

C-
limit

Pre-
Filter

RGB
Matrix γ

YL
Matrix

C-G
RGB
Gain

(WB)

from
to
Zoom

 

図 4 色信号処理部 

a. C-limit (補色クリップレベル) 機能 
ハイクリップ処理が，各補色信号ごとに可能です。なお，ハイクリップの設定は，ステートデータ SP_A2 
[0～3]です。 
補色信号とは，Gb: (G+Cy), Wr: (Ye+Mg), Wb: (Mg+Cy), Gr: (G+Ye) を示します。 
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b. RGB Matrix 部 
3 原色 (R, G, B) を作る方法として，4 補色 (Gb, Wr, Wb, Gr) に任意の係数を乗算し，その総和を取る

方式を採用しています。これにより，色モアレが最小で，かつ自由な色再現を実現可能です。なお，

任意の係数は，ステートデータ SP_A2 [4～15]となります。以下にその計算式を示します。 

Gb

Wr

Wb

Gr

KRa

KBa

KGa

 SP_A2 [4 15]

=

R

B

G

KRb

KBb

KGb

KRc

KBc

KGc

KRd

KBd

KGd

 
 

c. RGB Setup 部 
各色信号の黒レベルは，RGB マトリクスの係数により変動しています。これを補正するため，各色信

号から下記計算式により求めた値を減算します。なお，減算する値は外部より設定可能であり，ステー

トデータ SP_A3 [0～2]に設定してください。 

 = −[48 × Σ ( ) × 23] 
 

d. RGB Gain 部 
RGB Gain は，白再現性を良くするため，AWB 制御にて求められた RGB Gain 値を設定します。また，

ガンマ補正の手前で行っていますので，Gain 設定値によりガンマ補正量が変化します。RGB Gain は，

ステートデータ SP_A3 [3～5]にて設定可能です。設定範囲は，1 倍から 256 倍まで可能です (ただし，

G Gain は 1 倍から 128 倍)。 
e. C ガンマ (γ) 補正部 

RGB 信号に対しγ処理を行うことが可能です。ステートデータ SP_A3 [6～9]にて設定を行います。設

定可能な項目として，C ガンマ Dark ( S/N 改善のため，低信号分の利得を低減)，C ガンマ係数 (ガン

マカーブの膨らみを決定)，C ガンマ Knee (高信号部分の傾きを設定)，C ガンマリミット (C ガンマ回

路の入力信号に対してハイクリップ処理) の 4 種設定可能です。 
f. YL マトリクス部 

被写体の色温度によって，輝度レベルが変化します。これを対策するためステートデータ SP_A5 [12
～13]の輝度補正を行います。輝度補正とは，3 原色の RGB から YL を作り，この YL のレベルを輝度

信号のレベルに変換します。YL マトリクス部は，この YL のレベルを RGB 信号から作り込みます。 
本設定は，ステートデータ SP_A3 [11～13]です。 

g. C-G，軸変換 (C-Y マトリクス) 部 
C-Y (色差) マトリクスは R-G と B-G を入力信号とし，各係数を設定することで色差信号 R-Y, B-Y を

作成します。 
本設定は，ステートデータ SP_A8 [0～5]です。 

h. ベースクリップ部 
ベースクリップは色差信号で行っているため，ベクトルスコープ上で考えて，各軸近辺がクリップさ

れる特性となります。 
本設定は，ステートデータ SP_A8 [8]です。 
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3. 輝度信号処理部 

Y Setup

to
AWB

from
YL

+
H.V

7.5IRE

+γ Fade

from
to
Zoom

 

図 5 輝度信号処理部 

a. H エンハンサ機能 
H エンハンサはコアレベルとエンハンサゲインの他に，ノイズ係数も調整可能です。 
なお，H エンハンサの設定は，ステートデータ SP_A4 [4～7]です。 

b. V エンハンサ機能 
V エンハンサは，設定を行うコアレベルより大きな信号成分のみ，エンハンサ係数で利得制御可能で

す。 
なお，H エンハンサの設定は，ステートデータ SP_A4 [8～10]です。 

c. 輝度補正 
画像は，被写体の色温度に応じ，赤と青のレベル比が変化します。例えば，低色温度で赤い被写体を

撮影した場合，輝度レベルが高くなり，低彩色に見えてしまいます。このような場合でも深みのある

色再現にするため，輝度補正処理を行います。  
なお，輝度補正の設定は，ステートデータ SP_A5[12～13]です。 

d. Y Setup 
本 IC に入力される 10bit の信号は，OB クランプ処理により，黒レベルが 48/1024 に固定されています。

Y Setup 処理は，この 48 の黒レベルを減算する処理を行います。ただし，アナログ信号時点でノイズ

の混入により若干ずれる可能性があります。このずれ分もここで処理を行います。 
なお，Y Setup の設定は，ステートデータ SP_A5 [6]です。 

e. γ補正 
分離した Y 信号に対し，γ補正処理を行うことができます。ガンマ入力リミット，ガンマ Knee 係数，

ガンマ係数，ガンマの黒クリップの 3 種類の設定が可能です。 
なお，γ補正の設定は，ステートデータ SP_A5 [1～4]です。 
f. ハイライトエンハンサ 
入力された Y 信号のうち，100IRE 以上の信号成分の H エンハンサ部分に対し動作します。 
なお，ハイライトエンハンサの設定は，ステートデータ SP_A5 [0, 5, 14]です。 

g. フェード (fade) 
輝度信号に対し，0～1 倍まで増幅を行います。 
なお，フェードの設定は，ステートデータ SP_A5 [9]です。 
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4. Zoom, エンコード部, TG, SSG, AWB, AE 検出部 
a. Zoom 処理 

色信号処理，輝度信号処理された各 Y および R-Y,B-Y 信号に対し，1 倍～256 倍の電子 Zoom 処理を

行うことが可能です。 
方式としては，CCD の読み出し処理を制御して V 方向の切り出しを行った後，V 方向の補間，H 方向

間引き，補間を Zoom 処理回路内で行います。 
Zoom の倍率設定及び，V，H 方向の読み出し開始位置など，本 IC のステートデータ TM_A2 ［3, 4, 5, 
6, 8, 9］および ZM_A0～6 の設定で実現します。 

b. エンコード部 
色信号，輝度信号処理され，かつ Zoom 処理を施された信号に対し，TV モニタに出力対応するため，

NTSC または PAL 方式のエンコード処理を行います。 
また，デジタル信号をアナログ信号に変換するための DAC を，Y および R-Y, B-Y 用に 2ch 準備して

います。 
c. TG, SSG 

TG は，CCD センサを駆動するために必要な信号 (H1, H2, RG, SG1/2, V 転送パルス等)，CDS/AGC 機

能の制御信号 (SP1, SP2 等) を生成します。 
また，SSG は，TV モニタに対し同期を取るための信号 (Sync 信号等) を生成します。 
これらの生成される信号は，使用する CCD センサのメーカ，仕様により，駆動するタイミングなどが

異なってきます。これに対応するため，各種信号のタイミングは，ステートデータを設定することで

自由な設定が可能です。 
TG および SSG のステートデータは，TM_A0, A1, A2, A3 および A8 にて設定可能です。 

d. AWB, AE 検出部 
本 IC は，カメラとして必須のホワイトバランス (AWB)，オートアイリス (AE) の検出回路を有しま

す。 
AWB 検出部は，色信号処理された R-Y, B-Y の色差信号から，軸変換 (R-B, Mg-G) を行い，白色信号

成分のみを取り出す白検出範囲の回路を通り，実際に白色が，どの程度ずれているかの検出を行いま

す。この検出データを，8bit シングルチップマイコンにて取得し，忠実な白色を実現するために，R
および B ゲインを制御します。 
AWB 検出部のステートデータは AWB_A0, A8 です。 
 
AE 検出部は，10bit ADC によりデジタル化された CCD 出力信号を任意の 6 領域に分割し積分処理を

行います。これにより，現在撮影中の映像信号の明るさのレベルを検出することが可能となります。 
この，検出したデータを 8bit シングルチップマイコンにて取得し，適度の明るさを保つために，CCD
センサの蓄積量 (シャッタ) やレンズのアイリスモータなどをマイコンにて制御します。 
なお，AE 検出部のステートデータは，AE_A0～A7, A8 です。 
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マイコンインタフェース仕様 

SLD
(7 )

D1

LSB MSB

SDCK
(6 )

SDI
(5 )

• 

• 

 ( )
: 3.58MHz

1.
2.
3.
4.

SDO
(8 )

D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8 D1

MSB

D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8D1

LSB LSBMSB

D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8

1 byte

(N byte)

 (N byte)

STD3-----STH2-----STD1

( )STAL STAH

STAL STAH

SDI
(5 )

D1

MSB

D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8D1

LSB LSBMSB

D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8

MSB

1 byte or 2 byte

SLD
(7 )

SDCK
(6 )

LSB

Hi-Z Hi-Z
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データ転送仕様 
DSP3 とマイコン間のデータ転送仕様は，ライトが二通り (N, E)，リードが二通り (R1, R2) あります。表

1 に機能ブロックと転送仕様の関係を，次頁に各転送仕様の詳細を示します。 

 
表 1 機能ブロックと転送仕様の関係 

機能ブロック 転送モード 転送仕様*1 対象アドレス 
信号処理 W N SP_A0, 2～5, 7～10, 15 

N TM_A3, 15 W 
E TM_A0～2, 8, 10～12 

TM 

R R1 TMR_A0 
W N AE_A0～7 アイリス 
R R2 AE_A8 
W N AWB_A0 ホワイトバランス 
R R1 AWB_A8 
W N AF_A0～3 AF 
R R1 AF_A8～13 

ZOOM W N ZM_A0～6 
【注】 1. 転送仕様 

タイプ N : マイコン→DSP 間の通常転送 
タイプ E : マイコン→DSP 内の RS ラッチへのリセット (DSP 内の同期パルスの併用) および 
  セットパルス (VD との同期) を使用した転送 
   (注意) スタンバイモード時は設定不可 
タイプ R1 : DSP→マイコン間のデータ転送 (1) 
タイプ R2 : DSP→マイコン間のデータ転送 (2) 
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z Type N 

SLD
(7 )

A = 100ns

B = 100ns

C = 100nsSDCK
(6 )

A B C

N

 
 

z Type E 

SLD
(7 )

SDCK
(6 )

B

D

A

E

100ns

650ns

300ns

150ns

70ns

485ns

240ns

135ns

fs

D

B

A

27 41

0.5 / fs + 100 (ns) 

2 / fs + 100 (ns) 

5.5 / fs + 100 (ns) 

 
 

z Type R1 

SLD
(7 )

SDCK
(6 )

A B

D

R1

A = 100ns

B = 100ns

D = 400ns

AF

V 1H

 
 

z Type R2 

SLD
(7 )

SDCK
(6 )

A B

D

R2
27 41

100ns

4.1µs

70ns

2.99µs

fs

D 1 / fs × (32 + 5)
         + 400 (ns) 

A = 100ns

B = 100ns
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【注】 2～9 機能アドレス 
  表 2 に機能ブロックごと (State data 転送時) の機能アドレスおよびマイコンから転送すべきデー

タ一覧を示します。 
 
表 2 各機能ブロックごとの機能アドレスおよび State data 一覧 

2

3
TM

( )

( )

SP-A0 [9]D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1

STAH STAL STD1 STD2

TM-A0 [14]

0 0 0 0 0 0 0 0 ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1       

       

D9

D8 D7 D6 D5 SP1, SP2, RGD4 D3 D2 D1

0 0 0 0 1 0 0 1

W

D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1

4
TM

STAH STAL STD1 STD2

0 0 0 0 0 0 0 1 ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 0 D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1

D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1

STAH STAL

0 0 0 1 1 0 0 0     ∗ ∗ ∗ ∗

STAL (4bit) 

D8

5
W

6
R

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1

STAH STALADATA STD1 STD2

3

0 0 0 0 0 0 0 1 ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗    ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0    D5 D4 D3 D2 D1 0 0 0 0 0 0 0 0

D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1

STAHADATA STAL STD1 STD2

0 0 0 1 0 ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗     ∗ ∗ ∗ ∗ 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 1 0 1 0 0      D3 D2 D1         0 0 0 0 0 0 0 0

IRIS

H 3
AE

D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1

0 0 1 0 1 0 0 0

HPF

etc.

D8

7
W

8
R

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1

WB

STAH STALADATA STD1

0 0 0 0 0 0 0 ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗    ∗ ∗ ∗ ∗ ∗

0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 1 1 D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1

D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1

STAHADATA STAL STD1 STD2

0 0 1 0 0       ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 0 0       0 0 0 0 1   D6 D5 D4 D3 D2 D1 0 0 0 0 0 0 0 0

R-B

V 2AWB

ZOOM

)  ZOOM  + 1 6 total 7byte

D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1

0 0 1 1 1 ∗ ∗ ∗

Vf  (read_cycle)

D8

9
W

10
R

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1

STAH STALADATA STD1

2

0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗

0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 0 1 D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1

1

D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1

STAHADATA STAL

0 0 1 1 0 ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗ ∗

0 0 1 1 0 0 0 0     D4 D3 D2 D1

HPF

V-end
AF

D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1

1 0 1 1 0 ∗ ∗ ∗

654
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デジタルインタフェースタイミング 

•  (Y, R-Y, B-Y) 

CPO (1 8) R-Y2 R-Y4 B-Y4B-Y1

YPO (1 8) Y2 Y4 Y5Y3

• 

: R-Y/B-Y
:  ( X'tal )
: 
: 

NRYBY
DICK
CPO, YPO
CPI, YPI

CPO, YPO

NRYBY

DICK

DICK

X'tal CLK

NRYBY

( )

R-Y0 B-Y0

Y0 Y1

4 : 2 : 2 

35nsec 70nsec

2 15nsec

CPI, YPI

10 50nsec

20 35nsec
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外形寸法図 

NOTE)
1. DIMENSIONS"*1"AND"*2"

DO NOT INCLUDE MOLD FLASH
2. DIMENSION"*3"DOES NOT

INCLUDE TRIM OFFSET.
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